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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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春
四
月
は
、
新

人
の
季
節
で
あ

る
。
街
で
も

様
々
な
場
面

で
、
新
入
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
と
そ

の
先
輩
と
思
わ
し
き
コ
ン
ビ

の
姿
を
目
に
す
る
。
一
生
懸

命
に
教
え
る
先
輩
と
聞
き
漏

ら
す
ま
い
と
真
剣
な
後
輩
。

初
々
し
く
、
微
笑
ま
し
く
、

「
頑
張
れ
」と
声
を
か
け
た
く

な
る
▼
こ
の
光
景
は
我
が
職

場
で
も
同
様
だ
。
し
か
し
、

近
年
の
育
成
体
制
に
懸
念
が

あ
る
。
国
専
採
用
者
の
管
運

へ
の
一
律
配
置
だ
。
庁
当
局

は
「
事
務
全
体
の
流
れ
を
理

解
す
る
た
め
」
と
い
う
が
、

事
務
は
新
入
職
員
に
と
っ
て

は
あ
ま
り
に
広
範
囲
で
あ

り
、
消
化
不
良
を
起
こ
し
て

い
な
い
か
。
管
運
の
要
員
不

足
も
問
題
だ
。
後
輩
へ
の
指

導
は
ゆ
と
り
を
持
っ
て
行
な

わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
▼

我
が
職
場
は
「
人
」
こ
そ
が

唯
一
の
財
産
で
あ
る
。
将
来

を
担
う
新
入
職
員
が
す
く
す

く
育
つ
体
制
が
望
ま
れ
る
。

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉ダ
メ
ヅ
マ
リ
に
し

て
白
を
仕
留
め
ま
す
。

（
7
分
で
二
、
三
段
以
上
）

 4
・
　１７

財
務
金
融
行
動

　財界・大企業優遇から国民本位の
　　　財務・金融行政への転換を!

国民のための財務・金融行政を求める２０１５共同行動

　
4
月
　
日
「
国
民
の
た
め
の
財
務
・
金
融
行
政

17

を
求
め
る
２
０
１
５
共
同
行
動
」（
同
実
行
委
員
会

主
催
、
国
公
労
連
・
全
国
税
・
全
税
関
な
ど
　
団
体
）

23

に
、
関
信
・
東
京
地
連
の
組
合
員
　
名
が
結
集
し
、

29

一
日
行
動
し
ま
し
た
。

　
早
朝
行
動
で
は
霞
が
関
界

隈
の
地
下
鉄
出
口
で
昼
休
み

集
会
の
参
加
を
訴
え
る
ビ
ラ

3
0
0
0
枚
を
配
布
、
東
京

国
税
局
前
で
も
宣
伝
行
動
を

行
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
財
務

省
・
金
融
庁
、
日
本
銀
行
へ

の
要
請
行
動
に
は
組
合
員
も

参
加
し
ま
し
た
。

　
昼
か
ら
の
財
務
省
前
要
求

行
動
に
は
、
全
国
税
を
初

財
務
省
前
に
立
て
看
板
を
立
て
た
宣
伝
行
動

◆官民共同の力で国民

　本位の財務・金融行政

　に転換させよう！

◆住民の生活再建を第

　一とした震災復興に

　向けた財務・金融行政

　にさせよう！

め
、
国
公
労
働
者
と
、
金
融

共
闘
な
ど
3
0
0
人
を
超
え

る
仲
間
が
結
集
し
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
、
主
催
者
を
代

表
し
て
、
宮
垣
実
行
委
員
長

（
国
公
労
連
委
員
長
）
か
ら

は
、「
大
幅
賃
上
げ
で
暮
ら

し
の
改
善
・
景
気
回
復
・
社

会
保
障
制
度
の
充
実
を
！
」

と
、
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
連
帯
の
挨
拶
が
国
民
春
闘

共
闘
の
森
田
稔
代
表
幹
事

（
東
京
春
闘
共
闘
代
表
）
か

ら
、
決
意
表
明
が
全
税
関
・

松
崎
委
員
長
、
郵
政
ユ
ニ
オ

ン
・
上
平
副
委
員
長
、
年
金

者
組
合
・
益
子
中
執
、
農
民

連
・
吉
川
事
務
局
長
か
ら
あ

り
ま
し
た
。

　
各
階
層
の
代
表
が
参
加
し

た
財
務
省
交
渉
の
要
旨
に
つ

い
て
は
、
全
国
税
の
阿
部
委

員
長
が
報
告
し
ま
し
た
。

（
以
下
に
全
国
税
の
要
求
内

容
掲
載
）　
午
後
か
ら
は
、

賃
金
改
善
等
を
求
め
、
厚
生

労
働
省
前
集
会
後
、
国
会
請

願
デ
モ
に
参
加
し
ま
し
た
。

 ２
０
１
５
財
務
・
金
融
東
海
総
行
動

　
４
月
　
日
財
務
・
金
融
東

１５

海
総
行
動
が
行
わ
れ
、
全
国

税
東
海
地
連
は
、
名
古
屋
国

税
局
や
地
下
鉄
市
役
所
前
駅

等
で
の
早
朝
ビ
ラ
配
布
、
東

海
財
務
局
、
名
古
屋
国
税
局

交
渉
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
８
時
か
ら
始
ま
っ
た
名
古

屋
国
税
局
前
早
朝
ビ
ラ
配
布

に
は
、　
名
の
組
合
員
が
結

15

集
、
8
0
0
枚
の
ビ
ラ
を
撒

き
き
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
、
東

海
財
務
局
交
渉
に
は
、
岐
阜

支
部
の
松
田
さ
ん
、
名
古
屋

国
税
局
交
渉
に
は
、
田
中
委

員
長
、
池
野
谷
書
記
長
、
６

級
ポ
ス
ト
昇
任
要
求
該
当
者

の
竹
村
さ
ん
が
参
加
し
、
交

渉
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
時
か
ら
は「
栄
総
行
動
」

12
主
催
の「
昼
休
み
決
起
集
会
」

へ
参
加
す
る
た
め
、　
名
の

21

組
合
員
が
県
庁
か
ら
中
区
に

あ
る
栄
小
公
園
に
向
け
「
自

衛
隊
の
海
外
派
兵
反
対
」「
原

発
の
再
稼
働
反
対
」「
辺
野
古

の
自
然
破
壊
を
や
め
ろ
」と
、

ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
元
気
に

行
進
し
ま
し
た
。

名
古
屋
国
税
局
前
ビ
ラ
配
布

　阿部委員長発言要旨

１　国税庁は全国税労働組合員に対し、昇格・昇任等の人事

　差別政策を続けており、外部から信頼される税務行政を

　行うためには差別撤廃が重要である。ただちに差別政策

　をやめるよう国税庁長官に指示していただきたい。

２　確定申告の受け付けは終了したばかりであるが、今年

　も多くの納税者が税務署を訪れている。限られた人員で

　対応しており納税者に十分な指導ができない。

　　また、消費税増税により、中小・零細事業者を中心に税

　金の滞納増加や相続税の控除引き下げでの相談の増加も想定される。これに対応する徴収職員、相

　談要員の確保が必要である。しかし、国税庁の定員は今年も６５人の純減となっている。事務量増

　加に見合う定員の増加を行ってもらいたい。

３　税務署で勤務している非常勤職員は、仕事にも精通しており新入職員に仕事を教えているのが実

　態である。しかし、何年勤めても賃金は上がらない。首相は民間には賃金の引き上げを要請してい

　る状況であり、公務の職場で働く非常勤職員の賃金を引き上げ、そのための予算措置を行ってもら

　いたい。あわせて、雇用の確保のため雇止めをしないよう国税庁に指示をしてもらいたい。

　菅原副大臣回答
１　人事差別について

　　差別はないと信じている。国税庁として、職員が意

　欲と希望を持って職務に精励できるようにしている。

　　人事は適材適所。職員団体の所属の如何で取り扱

　いを異にしない。

２　増員について

　確定申告の現場を見た。徴収が複雑化し業務量が増

加していることは認識している。消費増税による事務

　　　　　　　　　 量増もあるが、適正公平な課税・徴収の為やっていかな

ければならない。国家公務員全体が０．３７％減のところ、国税は０．１２％減にとどまっていることを

理解してほしい。事業の効率化・合理化を進めながら対応が大事。必要な人員は確保していく。

３　非常勤職員

　中小企業含め賃上げが確実な状況。人事院勧告をみながら適正に時給単価をきめていく。要望は

関係部署に伝える。雇用については人事院の指針にもとづき、適切に対応している。

デモ隊の先頭を歩く東海地連の組合員たち

要
請
書
を
渡
す
宮
垣
実
行
委
員
長

菅原一秀財務副大臣

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃
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職
員
の
補
充
制
度
を
作
っ
て

ほ
し
い
」と
の
声
あ
り
。「
長

期
欠
勤
は
こ
こ
ろ
の
病
が
多

く
、
若
手
の
女
性
職
員
も
目

立
ち
ま
す
ね
」
の
声
あ
り
。

★
サ
マ
ー
タ
イ
ム

　
こ
の
７
、
８
月
に
始
業
時

問
を
１
～
２
時
間
早
め
る
話

が
出
て
い
ま
す
「
サ
マ
ー
タ

イ
ム
」。
職
場
で「
早
く
出
れ

ば
早
く
帰
れ
る
の
？
」「
と
ん

で
も
な
い
。
勤
務
時
間
は
増

え
る
だ
け
だ
よ
」「
管
理
者
は

超
勤
つ
か
な
い
し
顔
が
暗
い

ね
」。
庁
舎
を
開
錠
す
る
職

〈
解
答
〉
黒
1
、
3
が
好
手

段
。
白
4
に
黒
5
か
ら
7
で

ダ
メ
ヅ
マ
リ
に
な
り
白
死
で

す
。
黒
1
で
2
は
白
1
黒
4

白
5
黒
3
白
イ
で
白
生
き
。

ま
た
黒
1
で
3
は
白
1
黒
4

白
5
で
白
生
き
で
す
。

我
慢
も
限
界
　
こ
の
ま
ま

で
は
い
つ
か
犠
牲
者
が
…

【
近
畿
・
兵
庫
県
支
部
】

★
現
時
点
で
の

　
　
　
確
申
期
総
括
★

　
立
ち
っ
ぱ
な
し
の
苛
酷

な
相
談
・
Ｐ
Ｃ
入
力
と
厳

し
い
寒
気
に
耐
え
な
が
ら

厚
着
し
て
の
総
合
案
内
な

ど
、
期
間
中
一
度
と
し
て

こ
う
い
う
現
場
に
立
た
な

い
副
署
長
や
署
長
に
は
実

感
が
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
現
場
の
負
担
は
生
半

可
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
局
が
言
う
「
相
談
の

複
数
対
応
」
や
「
超
勤
を

前
提
と
し
な
い
」な
ど「
机

上
の
空
論
」
そ
の
も
の
で

す
。
毎
年
、
各
署
で
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
る
騒
然
と
し

た
雰
囲
気
の
な
か
、
何
人

も
の
病
人
多
発
や
救
急
車

が
で
る
事
態
は
ど
う
考
え

て
も
異
常
で
す
。
現
在
の

体
制
を
根
本
的
に
見
直
す

時
期
に
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
こ
ん
な
確
申
期
を

続
け
て
い
た
ら
い
つ
か
犠

牲
者
が
で
る
の
で
は
な
い

か
と
不
安
に
な
り
ま
す
。

　
　
　（
支
部
職
能
担
当
）

職
場
内
外
の
声
・
情
報
・

出
来
事

【
名
古
屋
中
村
分
会
】

★
補
充
体
制
を

　
長
期
病
欠
者
が
各
職
場

で
見
え
ま
す
。
一
時
期
、

局
で
１
６
０
名
程
度
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
職
員

か
ら
「
内
部
の
仕
事
は
欠

員
が
い
る
と
回
ら
な
い
。

員
「
電
車
が
な
い
よ
」
な
ど

な
ど
の
声
が
出
て
い
ま
す
。

★
実
人
員
は

　
個
人
課
税
で
は
期
限
後
事

務
が
忙
し
い
。　
名
マ
イ
ナ

29

ス
８
名
（
調
査
、
病
休
、
産

休
等
）
＝
　
名
。
あ
る
職
場

21

の
実
人
員
で
す
。「
ど
こ
の

職
場
も
似
た
り
寄
っ
た
り
で

す
」
の
声
。

ス
ト
レ
ス
は
最
高
潮

【
近
畿
・
京
滋
支
部
】

　
今
年
度
の
確
申
期
は
、
多

く
の
教
訓
を
つ
く
り
ま
し

た
。
他
署
に
応
援
を
出
し

て
い
な
が
ら
、
再
雇
用
職

員
に
週
休
日
出
動
を
指
示

し
た
署
。
ア
ル
バ
イ
ト
の

想
定
外
休
暇
、
現
金
取
り

扱
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
窓
口

渋
滞
、
日
替
わ
り
の
受
付

担
当
な
ど
の
課
題
が
支
部

内
外
で
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
も
っ
と
も
高
度
な
専

門
性
が
求
め
ら
れ
る
「
確

申
期
」
を
挙
署
体
制
、
臨

機
応
変
で
慣
れ
な
い
職
員

を
場
当
た
り
的
に
配
置
す

る
方
法
は
重
大
な
事
故
に

つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

慣
れ
な
い
仕
事
に
駆
り
出

さ
れ
る
職
員
の
ス
ト
レ
ス

は
最
高
潮
で
す
。
そ
れ
が

原
因
で
、
仕
事
へ
の
熱
意

が
薄
れ
、
職
場
で
違
和
感

が
芽
生
え
た
り
、
疑
心
暗

鬼
に
な
っ
た
り
不
満
が
強

ま
り
、
不
信
感
や
恨
み
、

開
き
直
り
な
ど
、
根
は
深

く
深
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。

 『機関紙・北から南から』

内部事務軽視はやめろ！

地
連
　
４
月
か
ら
の
換
価
の

猶
予
制
度
は
、
研
修
を
受
け

た
職
員
の
感
想
か
ら
、
進
行

管
理
の
面
で
専
門
の
事
案
管

理
者
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
徴
収
職
員
の
要
員
を

増
加
す
べ
き
と
考
え
る
。
研

修
も
事
務
提
要
が
出
て
か
ら

再
度
や
る
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
ど
う
か
。

局
長
　
専
担
者
を
置
く
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。
４
月
以

降
猶
予
制
度
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
行
な
い
、
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
な
ど
も
考
え
て

い
る
。
３
月
末
ま
で
に
シ
ス

テ
ム
改
善
を
行
な
い
、
処
理

要
領
を
作
成
す
る
。
署
で
研

修
を
行
な
い
、
局
は
署
の
質

問
を
随
時
受
付
け
、
問
答
集

を
ポ
ー
タ
ル
で
掲
示
し
た

換
価
の
猶
予
に
対
応
す
る
職
員
の

増
員
必
要
の
声
も
（
東
京
地
連
機
関
紙
）

内
部
担
当
で
も

　
　
　
　
余
力
が
あ
れ
ば
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  （
東
海
地
連
機
関
紙
）

　
法
人
課
税
課
「
計
画
件
数

に
足
ら
な
い
」
と
内
部
担
当

に
１
０
件
の
調
査
を
指
示

　
前
回
の
局
長
交
渉
で
村
中

局
長
は
「
調
査
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
事
務
計
画
上
の

１
件
当
た
り
の
調
査
日
数
に

と
ら
わ
れ
ず
、
担
当
者
や

個
々
の
事
案
の
内
容
を
踏
ま

え
て
、『
暫
定
日
数
指
令
方

式
』
に
よ
り
追
加
日
数
を
付

与
す
る
な
ど
、
調
査
の
進
捗

状
況
に
応
じ
た
展
開
を
指
示

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
法
人
課
税
課
は
①

計
画
件
数
に
足
ら
な
い
か
ら

内
部
担
当
に
異
動
ま
で
に
1

0
件
処
理
し
ろ
②
足
を
骨
折

し
て
病
気
休
暇
を
取
っ
て
い

る
職
員
に
「
足
が
動
か
な
く

て
も
手
は
動
く
か
ら
出
て
き

て
内
部
事
務
を
し
ろ
」
と
非

常
識
な
指
示
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　
計
画
件
数
あ
り
き
だ
と
い

う
指
摘
に
対
し
て
局
長
は

「
個
別
の
こ
と
に
コ
メ
ン
ト

し
な
い
」と
し
な
が
ら
も「
内

部
担
当
と
い
っ
て
も
余
力
が

あ
れ
ば
…
…
」
と
回
答
し
ま

し
た
。

い
。
庁
で
２
～
３
月
下
旬
に

事
務
提
要
を
改
正
し
局
で
署

の
担
当
者
を
集
め
研
修
を
行

な
う
な
ど
研
修
の
充
実
を
進

め
る
。　

地
連
　
進
行
管
理
が
心
配

だ
。
シ
ス
テ
ム
に
入
れ
て
い

る
情
報
の
管
理
が
大
変
に
な

る
。
履
行
・
不
履
行
の
管
理

が
必
要
で
、
不
履
行
の
場
合

に
は
さ
ら
に
処
理
す
る
こ
と

が
あ
る
の
で
専
担
者
が
必
要

と
い
う
こ
と
だ
。
入
力
情
報

を
基
に
職
員
が
す
べ
き
こ
と

が
多
い
。
３
月
決
算
の
場

合
、
異
動
時
期
を
挟
む
こ
と

に
な
り
、
納
税
者
が
分
納
を

申
し
出
た
場
合
に
は
説
明
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

局
長
　
よ
く
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
よ
う
と
思
う
。

4
月
の
申
告
相
談
は
個
人
・
資
産
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
埼
玉
県
支
部
機
関
紙
）

　
４
月
に
入
っ
て
か
ら
も
、

還
付
申
告
者
を
中
心
に
、
申

告
相
談
の
た
め
、
多
く
の
納

税
者
が
来
署
し
て
い
ま
す
。

４
月
以
降
の
申
告
相
談
を
管

運
が
従
事
し
て
い
る
署
が
多

い
よ
う
で
す
。

　
管
運
で
は
、
還
付
金
処

理
・
督
促
状
発
付
・
個
人
の

転
入
等
、
４
月
以
降
も
繁
忙

期
が
続
き
ま
す
。
全
国
税
は

「
相
談
は
課
税
で
」と
要
求
し

て
い
ま
す
が
、
特
に
申
告
相

談
に
つ
い
て
は
、
管
運
の
本

来
業
務
を
犠
牲
に
す
る
こ
と

な
く
、
個
人
・
資
産
で
責
任

を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
を

求
め
ま
す
。

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

　
被
爆
　
年
を
迎
え
る
今
年
も
「
国
民
平
和
大
行
進
」
が
、
５
月
６

70

日
、
東
京
都
夢
の
島
を
始
め
全
国
か
ら
広
島
、
長
崎
を
目
指
し
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
全
国
税
組
合
員
も
各
地
の
平
和
行
進
に
参
加
し
て
い
ま
す
。「
歩

く
」
と
い
う
誰
で
も
で
き
る
行
動
で
、
原
水
爆
禁
止
の
願
い
を
伝
え

る
行
進
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

 誰でも、いつでも、どこからでも
 参加できます。 みなさん、一歩でも二歩でも
 一緒に歩きましょう！

　
※
お
知
ら
せ
・
5
月
は
、
5
月
　
日
付
号
1
号
発
行
と
な
り
ま
す
。
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